
平成３０年度 三次市立吉舎中学校自己評価シート（年度末評価）   

 
短期経営目標 目標達成のための方策 評価指標 前年度実績 

今年度 
評価 

達成状況 

目標値 １２月実績値（７月） 

確
か
な
学
力 

基礎的・基本的な知

識・技能の確実な定着 
・個に応じた指導の工夫（個別対応） 

実力テスト（５教科）で 30％以

下の生徒の割合が３年生 10％以

下，１・２年生は 20％以下とす

る 

５教科の 20％以下を０％にする 

１年－ 

２年－ 

３年－ 

80％ 

３年生２６人中３人（３） 

２年生２１人中４人（５） 

１年生２８人中０人（０） 

９１％（８９％） 

２０％以下の生徒 

２年生１名（３年生１名） 

Ｂ 

3年生は 11.5％ 

2年生は 19％ 

1年生は０％ 

 

保護者の満足度（アンケート「学力を

高める取組をしている」） 
95.5％ 95％  １００％ （96.6％） Ａ 

今後も学校通信，学級

通信，ＨＰ等を通し，

学校の取組を伝える。 

「自学力」の育成（主

体的に学ぶことのでき

る授業の創造） 

・課題解決型の授業の実施 

・「自学力育成ルーブリック」による

授業改善 

・読書習慣の定着（読む・創造する

力） 

予習・復習を自主的に行っている 
予習 85.7% 

復習 87.1% 

予習 85％ 

復習 85％ 

1年 ７０％（８９％） 

2年 ８１％（７６％） 

3年 ９６％（９６％） 

Ｂ 

1 年生は各教科の課題

の量を調整する。2年生

は 3 年に向け学習内容

の指導を行う。 

「『自らもっと学びたい・知りた

い・調べたい』授業がある」と答

える生徒の割合 

  87％ 90％ 

1年 79.6％ （９０％） 

2年 89％  （７６％） 

3年 87.3％ （９６％） 

Ｂ 

学校全体では 85％だっ

た。職員全体の研修を

行った。生徒が主体的

に学べる授業づくりを

行う。 

本を１か月に１冊以上読む生徒

の割合 
   74.3％ 75％ ９２％（９２％） Ａ 

生徒会文化委員会を中

心に学級文庫を充実さ

せる。図書室の利用を

促す。 

１教科１単元の「ルーブリック」

の作成 
   100％ 100％ 100％ Ａ 全体交流も行った。 

９０分以上家庭で学習

できる生徒の育成 
・家庭学習とリンクした授業の実施 

家庭学習９０分以上の生徒の割

合（アンケート） 

1年 85.7% 

2年 78.2% 

3年 88.4% 

90％ 
休日７０．３％（68.9％） 

平日７３％  （78.4％） 
Ｂ 

予習・復習の時間が短

くなっていることとの

関係が考えられる。学

年や授業内容に合わせ

た課題の量と内容の設

定が必要。個に応じた

支援を行う。 



家庭学習の定着における保護者の満

足度（アンケート） 
84.8％ 85％  ８２．４％ （78.3％）    Ｂ 

生徒に比べ保護者の方

が家庭学習をしている

と感じている。 

豊
か
な
心 

○志のある生徒の育成

○おもてなしの心を持

った生徒の育成 

・自己実現に向け，学び続ける意欲

を育てるための授業展開の工夫 

・指導の効果を高める効果的なＴＴ

指導の工夫 

「もっと考えてみたい」「もっと

学んでみたい」という，学びへの

意欲が高い生徒の割合を前回の

意識調査より高くする（年３回実

施） 

 

前回より

もポイン

トアップ 

1年６８％ （７８％） 

2年８１％ （８１％） 

3年８１％ （８５％） 

Ｂ 

意見の交流はできてい

るが，議論するまで深

める事が出来ていな

い。 

○自分の成長と周りの

人の成長を素直に喜び

あえる生徒の育成 

・生徒会委員会活動の活性化 
生徒の満足感（アンケート「活発だと

思う」） 

1年 100％ 

2年 95.6％ 

3年 96.1％ 

95％ 

１年 ７４％ （７３％） 

２年 ９０％ （７５％） 

３年 ８１％ （６９％） 

全体 ７８％ 

Ｂ 

生徒会各委員会で，独

自の活動（各種ボラン

ティア・ペットボトル

キャップ収集・ありが

とうカード・新聞等）

を考え実践している。 

・部活動，ボランティア活動，体験

活動・地域貢献活動の充実 

生徒の自己肯定感（アンケート「良

いところがある」） 

 

1年 80.9％ 

2年 69.5％ 

3年 38.4％ 
75％ 

１年 ７４％ （７３％） 

２年 ９０％ （７６％） 

３年 ８１％ （６９％） 

全体 ７８％ 

Ａ 

部活動やボランティ

ア活動，体験活動・地

域貢献活動等，それに

向けて自分達で目標

を設定し取組むこと

が出来ている。 

・学校行事，生徒会行事の活性化 

生徒の自己有用感（アンケート「学

校では，やり遂げられうれしく思う行事

がある」） 

1年 90.4％ 

2年 100％ 

3年 80.7％ 

100％ 

１年７８％（９６％） 

２年９０％（９０％） 

３年９２％（１００％） 

全体 ９１％ 

Ｂ 

各行事に向けて活動す

ることができている。

今後も新執行部がリー

ダーとなり行事に取り

組み，一人一人が活躍

し，周りから認められ

るような活動を行う。 

健

や

か

な

体 

１年間を通して基礎体

力の向上を図る 

・体力テストを２回実施，目標設定

し，２回目の数値を向上させる 

７種目中，５種目以上数値が向上

する生徒の割合 
72.7％ 80％ 

１年 ８７．５％ 

２年 ８７．５％ 

３年 ６８．７％ 

全体 ８１．２％         

Ａ 

部活動を引退した 3 年

生の体力が低下してい

る。引退後の運動量を

維持させる取組が必

要。 

 


